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会 員 の 活 動 報 告
（2012年11月～2013年10月）
伊藤誠宏
・17世紀フランス文法家証言集Ⅲ ― 副詞 ― （関西大学出版部、2013年 3 月）
大久保朝憲
・A contrastive study on humour in litotes and in boke in Japanese comedy（LAFAL – 
Linguistic Approaches to Funniness, Amusement and Laughter 3 rd International 
Symposium: Entertainment Discourse beyond Humour Studies（University of Łódz, 
Poland, 2013年 3 月21-23日）
・Litotes et euphémisme du point de vue de la théorie argumentative de la polyphonie 
（Journées d’étude : « Argumentation et polyphonie – Linguistique, rhétorique, philosophie, 
sciences de l’éducation – »（ENFA et Université de Toulouse-Le Mirail, 2013年 6 月
17-18日）
・Ironie : « violation » ou « transgression » des maximes conversationnelles ? （Colloque 
international : Langues, cultures et apprentissage - La Transgression : de l’émancipation à 
la progression（L’UCO）, 2013年 9 月30日-10月 1 日）
奥　純
・アラン・ロブ＝グリエにおけるエグゾチスム（その 4） ― 後期作品の研究に向け
て ― （関西大学『文学論集』第62巻第 1号、2013年 7 月）
小澤祥子
・中世の庶民の夫婦たち ― 笑劇に見る男と女の綱引き ― （口頭発表、日仏文化講
座CAF、2013年 6 月25日）
川神傅弘
・「カミユ・サルトル論争」が示唆する抑圧と自由（関西大学東西学術研究所紀要、
2013年 4 月）
・全体主義とフランス知識人（関西大学重点領域研究助成報告書、2013年 3 月）
・ 1．ジョルジュ・ベルナノスの『良俗派の大恐怖』における父性について
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2 ．サルトルのキルケゴール論 ― 「単独的普遍」の解釈をめぐって（日本フラン
ス語フランス文学会学会ニュース司会者報告2012年12月）
・現代フランス知識人の社会への関与と責任について（口頭発表、関西大学東西学術
研究所、2013年 2 月）
友谷知己
・ファブリス・メルキオ『ブリ・ミロ』（翻訳、れんが書房新社、2012年11月）
・Alexandre Hardy, Théâtre complet, t. III, éd. Tomoki Tomotani, Jean-Yves Vialleton, 
Classiques Garnier,（共編著、2013年 2 月）
・十七世紀フランスの残酷劇について─『残忍なるムーア人』を中心に─（『仏語仏
文学』第39号、2013年 3 月）
内藤義博
・『ルソーとフランス･オペラ』(ブイツーソリューション、2013年 9 月）
・Transformation de l’opéra français au XVIIIe siècle（『立命館言語文化研究』第24巻 2
号、2013年 2月）
・Notation chiffrée de Rousseau（『仏語仏文学』第39号、2013年 3 月）
山川清太郎
・黒田龍之助（2012）. 『外国語をはじめる前に』，東京：筑摩書房，188p.（書評、
Revue japonaise de didactique du français Vol.8, no.1  Études didactiques、2013年 9 月）
・三浦信孝・西山教行（編）(2010）. 『現代フランス社会を知るための62章』，東京：
明石書店，392p.
（書評、Revue japonaise de didactique du français Vol.8, no.2  Études françaises et 
francophones, 2013年 9 月）
リコーヨコヤマ・アドリアナ
・L’enseignement du français au Japon（ 口 頭 発 表、Universté Rabelais- TOURS, 
Département SODILANG - Sociolinguistique et Didactique des Langues, 2013年 2 月）
・La langue mise en scène dans sa complexité（口頭発表、モンゴル国立大学（ウラン
バートル）、2013年 9 月）
後　　　　記
　本年も、『仏語仏文学』をお届けする時期になりました。本号で第40号
になりますが、例年に増して充実した論集にすることができました。原稿
をおよせいただきました会員の皆様、および本号の刊行に協力いただきま
した皆様には、厚く御礼を申し上げます。
　また、本学会2013年度研究発表会・総会が2013年12月21日㈯午後 1時か
ら、関西大学千里山キャンパス第 1学舎AV-B教室において開催されました。
3名の会員諸氏による研究発表は和やかな中にも活発な質疑応答で盛り上
がり、充実した研究発表会となりました。当日の発表題目と発表者を以下
に紹介しておきます。
1．辻邦生のパリ滞在とプルースト
　 奈良大学教授　田中　　良　氏
2．『贋金つかい』にみる複雑系的世界―境界線事例と初期値鋭敏依存性―
　 大阪市立大学教授　津川　廣行　氏
3． オペラ台本作家ヴォルテール
 本学非常勤講師　内藤　義博　氏
　末尾ながら、会員各位のますますのご活躍をお祈り申し上げます。
 （編集委員会）
関西大学フランス語フランス文学会々則
₁．本会は関西大学フランス語フランス文学会（Société de langue et 
littérature françaises de l’Université Kansaï / Kansai University Society 
for the Study of French Language and Literature）と称し，事務所を
関西大学文学部フランス語フランス文学専修合同研究室に置く。
₂．本会はフランス語フランス文学に関する研究および発表と，これに
関連する事業を行なうことを目的とする。
₃．本会は次の事業を行なう。
1 ．機関誌「仏語　仏文学」（Bulletin de la Société de langue et 
littérature françaises de l’Université Kansaï / The Bulletin of Kansai 
University Society for the Study of French Language and Literature）
およびその他の出版物の刊行。
2 ．研究会・講演会の開催。
3 ．その他本会の目的にかなう事業。
₄．本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1 ．関西大学文学部総合人文学科フランス語フランス文学専修専任
教員。
2 ．関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻・専修学生，およ
びその修了者（旧学科名称時の大学院修了者を含む）。
3 ．関西大学文学部総合人文学科フランス語フランス文学専修学生，
およびその卒業生（旧学科名称時の学部卒業生を含む）。
4 ．本会の趣旨に賛同し，入会を認められた者。
₅．本会の目的を達成するため会費を納入する。
₆．本会に次の役員を置く。その任期は ₁年とし，重任を妨げない。
1 ．会　長　　　 ₁　名
2 ．委　員　　　若干名
a ．企画委員
b ．編集委員
c ．庶務・会計委員
　　会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長は
これを統括する。
₇．会員は機関誌「仏語　仏文学」等の配布をうける。また会員は機関
誌への投稿，および本会の行なう事業に参加することができる。な
お，投稿論文は，会則 ₆に定める委員会の議を経て掲載される。 
₈ ．本会の重要事項は総会の議決による。
 （2007年 ₄ 月 ₁ 日から施行）
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